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授業の目標と期待される効果：   
本講義では C 言語による基本的なプログラ

ミング手法について演習を行い，小・中規模な

プログラムの作成能力を修得する。また，電子

計算機の原理やアルゴリズムの設計方法につ

いての理解を深めることを目的としている。具

体的には， 
① C言語の基礎（ソースとコンパイル） 
② C言語の変数（型宣言） 
③ C言語の制御構造 
④ C言語の関数 
⑤ C言語のファイル操作 
⑥ C言語のポインタ 

を理解し，所望の処理を行うプログラムを作成
できるスキルを身につける。 

成績評価の方法：  
4 回の定期試験の 400 点に，課題（プログラム・レポート）600 点，
合計 1000点の総得点率を 10段階で評価する。なお，原則として全て
の課題提出が単位修得の「必要条件」であることに留意すること。 
達成度評価の基準：教科書の練習問題および配布資料に記載されて
いるものと同レベルの問題を試験ならびに課題で出題し，6 割以上の
正答レベルまで達していること。なお成績評価への重みは，以下の項
目について全て均等とする。 
① C言語の基礎（ソースの基本構造，コンパイル）を理解している。 
② C言語の変数（型の）を理解し，使い分けることができる。 
③ 制御構造(if, switch文など)を適切に使い分けることができる。 
④ 新たにユーザー定義関数を作成することができる。 
⑤ 所望のファイルを読み込み・書き込みすることができる。 
⑥ ポインタを理解し，使用することができる。 

授業の進め方とアドバイス： 
本授業では講義と演習，課題を組み合わせて進める。特に課題は毎授業に課すので，必ず提出すること。 
教科書のサンプルプログラムを暗記するのではなく，ブログラム手法の本質ならびにプログラムの流れを理解するよう
に努めてもらいたい。本授業で学んだプログラミング手法を，実験実習のデータ処理や５年次の卒業研究で利用してく
れることを期待している。 
教科書および参考書： 
基礎から学ぶ Cプログラミング（荒木義彦他，共立出版，2011.9）を教科書として用いる。他に例題や参考資料を適宜
配布する。また，図書館にはコンピュータ関連の書籍・雑誌が多く所蔵されているので，自主的に手にとりプログラミ
ングに対する興味を深めることを大切にして貰いたい。 
授業の概要と予定：前期 

第	 １回：	 ガイダンス（C言語とは） 

第	 ２回：	 プログラミングの基礎 （”Hello world”とコンパイル） 

第	 ３回：	 変数と値，データ型，演算と演算子 

第	 ４回：	 変数と値，データ型，演算と演算子に関するプログラミング演習 

第	 ５回：	 制御構文１ （if文，switch文による場合分け） 

第	 ６回：	 制御構文２ （while文，do-while文による反復処理） 

第	 ７回：	 制御構文に関するプログラミング演習１ （if文，switch文，while文，do-while文） 

第	 ８回：	 中間試験 

第	 ９回：	 中間試験の解答および解説 

第１０回：	 制御構文３ （for文による回数指定反復処理） 

第１１回：	 制御構文を用いたプログラミング演習２（for文による回数指定反復処理） 

第１２回：	 制御構文を用いたプログライング演習３ 

第１３回：	 配列の宣言と利用 

第１４回：	 配列の宣言と利用に関するプログラミング演習１ 

第１５回：	 配列の宣言と利用に関するプログラミング演習２ 

期末試験 

第１６回：	 フォローアップ（期末試験の解説など） 



 
授業の概要と予定：後期 
第１７回：	 関数の宣言，定義，呼び出し 

第１８回：	 ユーザー定義関数に関するプログラミング演習 

第１９回：	 関数における引数と返り値 

第２０回：	 引数と返り値のあるユーザー定義関数に関するプログラミング演習１ 

第２１回：	 引数と返り値のあるユーザー定義関数に関するプログラミング演習２ 

第２２回：	 データのソート処理 

第２３回：	 データのソート処理に関するプログラミング演習 

第２４回：	 中間試験 

第２５回：	 中間試験の解答および解説 

第２６回：	 文字と文字列の取り扱いに関するプログラミング演習 

第２７回：	 ファイル操作 

第２８回：	 ファイル操作に関するプログラミング演習 

第２９回：	 アドレスとポインタ 

第３０回：	 アドレスとポインタに関するプログラミング演習 

第３１回：	 ポインタの応用に関するプログラミング演習 （関数へのポインタ変数によるデータ引き渡し） 

期末試験 

第３２回：	 フォローアップ（期末試験の解説など）	 

 
	 


